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お住まいのお困り事がありましたら、お気軽にお電話下さい。

お困り事はありませんか？50

イイなイイな お色お色

周年

ホームページも見てね！

～営業種目～

～皆様に支えられておかげさまで創業 50 年～～皆様に支えられておかげさまで創業 50 年～

♦外壁修繕塗装
♦防水塗装
♦バリアフリー工事
♦玄関ドア取替え

♦エクステリア工事
♦電気工事
♦水回り修繕
♦木部ニス塗装

♦シロアリ駆除
♦クロス張替え
♦網戸・障子・襖張替え
♦廃材回収

イベントや各種情報を発信
財政課 840-8120 11747

令和4年度決算に基づく健全化判断比率などの公表について

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体は健全化判断比率（実質赤字比
率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）と、公営企業の資金不足比率を算定して公表し
ます。

■赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比
　率は「ー」と表示しています。
■実質収支は、4.4億円（3.3％）の黒字、
　連結実質収支は、31.5億円（23.7％）の黒字です。

健全化判断比率 単位：％

指標 糸満市

8.6

ー
ー

／24.4

12.92 20.00
30.00
35.00

17.92
25.00
350.00

早期健全化
基準

財政再生
基準

■資金不足がない場合、資金不足率は「ー」と表示して
　います。
■糸満市の公営企業は、資金不足（赤字）の会計はなく
　健全な状態です。

公営企業の資金不足率 単位：％

会計の名称 糸満市

20.00

経営健全化
基準

　糸満市の健全化判断比率などは、いずれも基準をク
リアしており健全な状態ではありますが、沖縄県内の
「市」の中では、決して良い方ではありません。
　例えば、実質公債費率は8.6％と、県内11市の中で8
位に位置しています。

財政指標に関する説明

一般会計などの実質的な赤字の程度
を比率化したもの
▶糸満市においては、12.92％以上（財政
規模による）で財政健全化団体に、20％
以上で財政再生団体となります。

実質赤字比率

一般会計および全特別会計の収支を
合算した、会計全体の実質的な赤字
の程度を比率化したもの
▶糸満市においては、17.92％以上（財政
規模による）で財政健全化団体に、30％
以上で財政再生団体になります。

連結実質赤字比率

一般会計が負担する公債費および公
債費に準じた経費の程度を比率化し
たもの
▶この比率が18％を超えた場合、地方債
を発行するためには県知事の許可が必要
になります。25％以上になると財政健全
化団体になり一部の地方債の発行が制
限され、35％になると財政再生団体とな
り多くの地方債の発行が制限されます。

実質公債費比率

一般会計が将来負担すべき実質的な
負債（市債残高のほか退職手当支給
予定額、南部広域行政組合などの地
方債残高）の程度を比率化したもの
▶市町村においては、350％以上で財政
健全化団体となります。

将来負担比率

政策推進課 840-8122 20859

地域福祉センターおよび市民ふれあいセンター兼福祉避難所整備基本計
画のパブリックコメントを実施します

糸満市では、南部病院跡地などについて「活力を生み、共助を育むまちづくり」を開発コンセプトに、
市民ふれあいゾーンと企業誘致促進ゾーンを導入し、交流・活性化拠点の形成を図る取り組みを行っ
ています。この度、防災と交流の拠点となる「市民ふれあいセンター兼福祉避難所」と老朽化した社会
福祉センターの機能を引き継ぐ「地域福祉センター」の整備基本計画案を取りまとめましたので、市民
の皆さまから広く意見を募集します。
意見を提出できる人　市内に住所を有する人／市内に事務所や事業所を有する個人または法人など／市
内に勤務または通学する人／糸満市に納税義務を有する人
提出方法　ホームページまたは政策推進課窓口で指定様式
を取得し、窓口・郵送・FAX（098-840-8157）・メール
（seisaku@city.itoman.lg.jp）で提出
提出期間　2月5日（月）～22日（木）予定
その他　ご意見に対して、個別回答は行わず、内容を取りま
とめたのち、市の考えをホームページなどで公表します。 ▲南部病院跡地／完成イメージ

▲真栄里地区土地利用イメージ（基本計画時）

政策推進課 840-8122 20832

真栄里地区土地利用計画案に関する意見を募集します

糸満市は新たな産業の受け皿となる用地確保および当該用地への生産性・雇用吸収力の優れた企
業立地の可能性を調査・検討を進め、真栄里地区における事業実施に向けて取り組んできました。こ
の度、真栄里地区の土地利用計画の内容を整理し直したことから、糸満市土地利用（真栄里地区）実施
計画案を取りまとめましたので、市民の皆さまから広く意見を募集します。
意見を提出できる人　市内に住所を有する人／市内に事務
所や事業所を有する個人または法人など／市内に勤務また
は通学する人／糸満市に納税義務を有する人
提出方法　ホームページまたは政策推進課窓口で指定様式
を取得し、窓口・郵送・FAX（098-840-8157）・メール
（seisaku@city.itoman.lg.jp）で提出
提出期間　2月9日（金）～3月8日（金）予定
その他　ご意見に対して、個別回答は行わず、内容を取りま
とめたのち、市の考えをホームページなどで公表します。
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